
 

Ⅱ 平成３０年度みえスタディ・チェック結果の分析報告（中学校理科） 

１ 集計結果 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 
平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 
エネルギ

ー 
生命 地球 

第１学年第 1 回 59.9% 4.2% 65.4% 60.1%  59.2% 55.0% 

   物理的 化学的 生物的 地学的 

第２学年第 1 回 29.3% 13.2% 30.1% 28.1% 33.1% 26.0% 
 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
２ 結果から見られる改善点と課題 

【改善点】 

・水の深さと水圧の大きさの関係や，蒸散のはたらきについて，理解できています。 
 

【課題】 

・実験結果をもとに考察して分析することや，顕微鏡を適切に操作すること，特定の質量

パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそれぞれの質量を求めることに，課題が見られま
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す。 

 改善点 課題 

第
１
学
年 

３

（３） 

・てこがつり合うときの規則性を

もとに，てこに加える力の大きさ

を求めることができます。 

【短答式】 

（県平均正答率：87.4％） 

 

１

（３） 

 

 

 

３

（４） 

 

 

・顕微鏡を適切に操作するこ
とに課題が見られます。【選択

式】 

（県平均正答率：52.8％） 

 

・てこが水平につり合うときの

規則性を，反比例の見方で考察

して分析することに，課題が見

られます。【記述式】 

（県平均正答率：27.1％） 

第
２
学
年 

１

（１） 

 

 

 

 

３

（１） 

・水の深さと水圧の大きさの関係

について，理解しています。 

【選択式】 

（県平均正答率：77.0%） 

 

・蒸散のはたらきについて，理解

しています。【選択式】 

（県平均正答率：71.6%） 

２

（４） 

 

 

 

 

 

３

（４） 

・特定の質量パーセント濃度の

水溶液の溶質と水のそれぞれの

質量を求めることに，課題が見

られます。【選択式】 

（県平均正答率：27.7％） 

 

・実験の結果を比較し，課題に

対して適切な考察を記述するこ

とに課題が見られます。【記述

式】 

（県平均正答率：18.0％） 

 

 
3 特に課題が見られる設問 

 第１学年第 1 回 １（３）の設問 （平均正答率：52.8％）             

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

１ (3) 

1 ア （反射鏡の向きを調節した） と解答しているもの。  19.9％ 

2 イ （調節ねじを回した）    と解答しているもの。 ◎ 52.8％ 

3 
ウ （レンズをペトリ皿の中央へ動かした） 

 と解答しているもの。 
 2.1％ 

4 
エ （レンズをちがう倍率のものにした）  

と解答しているもの。 
 23.3％ 

9 上記以外の解答  1.4％  

0 無解答  0.6％  

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

  対象や目的に応じて顕微鏡を適切に操作することができるようにすること。 
指導に当たっては，まず，顕微鏡の台数を可能な限り整備し，試行錯誤しながら観察，

実験を進められるように十分な時間を確保します。 

また， 

・教科書等を活用しながら解剖顕微鏡の操作の正しい手順を理解すること 

・解剖顕微鏡のそれぞれの操作によって，見えている様子がどのように変わるのかを捉

え，目的に応じた操作方法を確認し理解できるようにすること（例えば，反射鏡の向

きを変えて見やすい明るさにすること，ピントを合わせはっきり見えるようにするこ

と） 

などが大切です。 



 

＜授業改善サイクル支援ネットの活用（関連するワークシート）＞ 

平成 29 年度 「三重の学-Viva!!セット 第９弾」ワークシート 

 けんび鏡 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

顕微鏡の適切な操作について，次のことを理解しているかどうかをみる。 

・顕微鏡の名称や，対象や目的に応じた顕微鏡の操作ができる。 



 

 第２学年第 1 回 ２（４）の設問 （平均正答率：27.7％）             

 

  



 

＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

２ (４) 

1 ア （水 180ｇ、食塩 20ｇ） と解答しているもの。 ◎ 27.7％ 

2 イ （水 100ｇ、食塩 10ｇ） と解答しているもの。  56.8％ 

3 ウ （水  50ｇ、食塩 10ｇ） と解答しているもの。  8.5％ 

4 エ （水  40ｇ、食塩  5ｇ） と解答しているもの。  3.4％ 

9 上記以外の解答  0.4％  

0 無解答  3.2％  

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

  特定の質量パーセント濃度の水溶液における溶質と水の質量を求めることができるよ

うにする 
誤答から，小学校第５学年算数の「割合」や「百分率」等の学習段階でのつまずきが考

えられます。 

指導に当たっては，例えば，実際に特定の質量パーセント濃度の水溶液をつくる学習場

面を設定し，質量パーセント濃度と溶液の質量から溶質と溶媒の質量を計算によって求め

ることが考えられます。その際，溶質と溶媒の割合の関係を視覚的に捉えることができる

ようにするために，小学校の算数科の学習で使われている線分図(テープ図)を利用するこ

とが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜授業改善サイクル支援ネットの活用（関連するワークシート）＞ 

平成 29 年度 「三重の学-Viva!!セット 第９弾」ワークシート 

 質量パーセント濃度 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の事象を科学的に捉え、次のことができるかどうかをみる。 

・溶液の質量を基準量とすることを正しく捉え、特定の質量パーセント濃度の水溶液における溶質と
水の質量を求めること。 


